
　

盛
夏
の
候
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
湖
誠
会
に
対
し
ま
し
て
温
か
い
ご
支

持
、
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
に
お
い
て
、
犠

牲
に
な
ら
れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様
に

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申

し
上
げ
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
去
る
５
月
16
日
の
招
集
会
議
に

お
い
て
、
我
が
会
派
の
鷲
見
達
夫
議
員
が

議
長
に
、
近
藤
眞
弘
議
員
が
副
議
長
に
、

ま
た
、
伊
藤
茂
議
員
が
議
会
選
出
の
監
査

委
員
に
い
ず
れ
も
全
会
派
の
支
持
を
得
て

満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
新
た
な
議
長
、
副
議
長

の
も
と
、
昨
年
度
に
策
定
し
た
議
会
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
実
行
テ
ー
マ
で

あ
る
「
議
決
事
件
の
検
証
」
や
「
議
会
図

書
室
の
充
実
」
に
引
き
続
き
取
り
組
む
と

と
も
に
、「
土
地
利
用
基
本
条
例
」
の
制

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
湖
誠
会
で
は
、
二
元
代
表
制
の
一

翼
を
担
う
市
議
会
の
最
大
会
派
と
し
て
、

人
口
減
少
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
る
本
市

に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な

ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
向
け
て
、
所
属
議
員
一
丸
と

な
っ
て
常
に
『
市
民
福
祉
の
向
上
と
活
力

あ
る
大
津
の
創
造
』
を
目
指
し
、
市
民
の

皆
様
の
声
を
大
切
に
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
湖
誠
会
な

ら
び
に
会
派
所
属
議
員
に
対
し
、
変
わ
ら

ぬ
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

前
列
右
よ
り

北
村
　
正
二
議
員

八
田
　
憲
児
議
員

青
山
三
四
郎
議
員

近
藤
　
眞
弘
議
員

竹
内
　
照
夫
議
員

鷲
見
　
達
夫
議
員

仲
野
　
弘
子
議
員

津
田
　
新
三
議
員

武
田
　
平
吾
議
員

後
列
右
よ
り

幸
光
　
正
嗣
議
員

川
口
　
正
徳
議
員

桐
田
　
真
人
議
員

伊
藤
　
　
茂
議
員

竹
内
　
基
二
議
員

中
野
　
治
郎
議
員

伴
　
　
孝
昭
議
員

草
野
　
聖
地
議
員

ご
あ
い
さ
つ

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

６
月
通
常
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
６
月
通
常
会
議
で
は
、
市
長
か
ら
補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
な
ど
31
議
案
が
提
出
。採
決
の
結
果
、
全
て
の
議

案
を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
に
は
、湖
誠
会
が
提
案
し
、政
策
検
討
会
議
で
協
議
を
重
ね
、本
年
３
月
に
制
定
し
た「
が
ん
対
策
推

進
条
例
」に
基
づ
き
、
が
ん
対
策
の
基
本
的
施
策
な
ど
を
規
定
す
る「
が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画
」の
策
定
経
費

や
、庁
舎
の
整
備
に
向
け
て
早
期
の
決
断
を
求
め
て
い
た
隣
接
国
有
地
の
取
得
費
が
計
上
さ
れ
る
な
ど
、湖
誠
会

の
取
り
組
み
が
、市
民
福
祉
の
向
上
と
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

主
な
審
査
議
案

▼
医
療
費
助
成
条
例
の一部
改
正

　
市
は
現
在
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
入
院
に
係
る
医
療
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
平

成
29
年
１
月
診
療
分
か
ら
新
た
に
通
院
医
療
費
の
助
成
を
拡
大
し
ま
す
。

●
庁
舎
整
備
推
進
事
業（
補
正
予
算
）

　
老
朽
化
や
耐
震
化
な
ど
に
課
題
が
あ
る
現
庁
舎
の
整
備
に
向
け
て
、
市

庁
舎
の
隣
接
国
有
地
を
取
得
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
土
壌
汚
染
対
策
と

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ
ま
す
。

●
公
共
輸
送
対
策
事
業（
補
正
予
算
）

　
堅
田
葛
川
線
の
バ
ス
路
線
の
減
便
に
伴
っ
て
、地
域
住
民
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
な
ど
、地
域
交
通
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、デ
マ
ン
ド
型
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す
。

★
政
策
検
討
会
議
で
活
発
な
議
論
を
展
開
！

　
市
議
会
で
は
現
在
、二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、政
策
検
討
会
議
で
活
発
な
議

員
間
討
議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼（
仮
称
）大
津
市
土
地
利
用
基
本
条
例

　
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
や
方
向
性
を
明
確

化
し
、本
市
の
特
性
に
則
し
た
土
地
利
用
の
推
進
を
図
る

た
め
、「（
仮
称
）大
津
市
土
地
利
用
基
本
条
例
」の
制
定
に

向
け
て
、新
た
に
政
策
検
討
会
議
を
設
置
。湖
誠
会
か
ら
は

草
野
聖
地
議
員
が
委
員
と
し
て
参
画
し
ま
す
。平
成
29
年

度
中
の
制
定
を
目
指
し
て
議
論
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▼
議
決
事
件
の
検
証

　
湖
誠
会
の
武
田
平
吾
議
員
を
座
長
に
、竹
内
照
夫
議
員

が
委
員
と
し
て
参
画
。現
在
、政
策
検
討
会
議
で
熱
心
な
議

論
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、執
行
部
と
の
意
見
交
換
や
立
命
館
大
学
の

駒
林
良
則
教
授
に
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
延
べ
６
回
の

会
議
を
開
催
。議
決
事
件
に
、市
の
重
要
な
計
画
を
追
加
す

る
こ
と
や
、議
会
の
委
任
に
よ
る
市
長
の
専
決
処
分
の
項
目

に
つ
い
て
検
討
し
、９
月
通
常
会
議
で
の
条
例
改
正
を
目
指

し
て
、議
論
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
現
議
員
の
任
期
４
年
間
に
お

け
る
議
会
改
革・政
策
立
案
の

実
行
計
画
な
ど
11
の
任
務
を
定

め
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
。２
年
目
を
迎
え
た
本
年
度

は
、任
務
の
一
つ
で
あ
る「
議
長

立
候
補
に
伴
う
所
信
表
明
と
記

者
会
見
」を
実
現
。我
が
湖
誠
会

の
鷲
見
達
夫
議
員
が
議
長
選
挙

に
立
候
補
し
、所
信
表
明
を
行

い
ま
し
た
。

　
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
が
行
っ
た
「
議
会
改
革
度
調
査
２
０
１

５
」に
お
い
て
、
全
国
の
地
方
議
会
の
81
・
7
％
に
あ
た
る
１
４
６
０
議
会
の

中
で
、大
津
市
議
会
は
２
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
大
津
市
議
会
は
、２
０
１
２
年
で
は
116
位
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
通
年
議
会

の
導
入
、
大
学
の
専
門
的
知
見
を
活
か
し
た
政
策
検
討
会
議
の
運
用
、
同
志

社
・
立
命
館
大
学
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結
、
地
方
議
会
初
と

な
る
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
電
子
採
決
の
導
入
な
ど
、
議

会
改
革
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
行
。そ
の
結
果
、
２
０
１
３
年
は
59
位
、
２

０
１
４
年
は
18
位
に
躍
進
す
る
と
と
も
に
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
も
３
年
連
続

で
受
賞
す
る
な
ど
、全
国
で
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
は
議
会
基
本
条
例
の
理
念
を
具
現
化
す
る
た
め
、
議
会
ミ
ッ

シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
策
定
。「
政
務
活
動
費
の
領
収
書
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
全
面
公
開
」な
ど
と
あ
わ
せ
て
、高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
湖
誠
会
は
、
最
大
会
派
と
し
て
常
に
大
津
市
議
会
の
先
頭
に
立

ち
、
議
会
改
革
と
政
策
提
言
を
積
極
的
に
行
い
、
市
民
に
開
か
れ
た
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
方
自
治
の
振
興
と
市

民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し

た
功
績
に
対
し
て
、全
国

市
議
会
議
長
会
か
ら
、竹

内
照
夫
議
員
に
20
年
、北

村
正
二
議
員
に
15
年
の
勤

続
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

ミッションロードマップ11任務
着実に実行しています！

永
年
勤
続
表
彰
を
授
与

竹
内
照
夫
議
員
が
20
年
表
彰
、北
村
正
二
議
員
が
15
年
表
彰

躍
進
す
る
大
津
市
議
会

議
会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
５
で

 

大
津
市
議
会
が
全
国
２
位
を
獲
得
！

※

議
決
事
件

　市
と
し
て
の
意
思
決
定
を
行
う
に
当
た
っ
て
、必
ず
議
会
の
議
決
が
必
要
と
な
る
項
目
の
こ
と
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6
月
通
常
会
議
一
般
質
問

学
区
体
育
団
体
等
へ
の
助
成
金
に
つ
い
て

　
地
域
に
は
様
々
な
団
体
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
協
働

で
行
っ
て
い
く
に
は
、
財
源
分
配
方
法
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
そ
し
て
自
主
性
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
方
法
や
、

地
域
の
特
色
を
出
せ
る
よ
う
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
考
え
た
と
き
、
健
康
増
進
の

み
な
ら
ず
人
々
が
集
う
こ
と
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
も
重
要
で
あ
り
、
学
区
体
育
団
体
の

存
在
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
本
年
度
、
大
津
市
補
助
金
適

正
化
基
本
方
針
に
則
り
、
補
助
金
が
1
╱
2
に
な
る
と
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
与
え
る
影
響
は
大
変
大
き
い
と
考

え
る
。
最
低
で
も
昨
年
と
同
様
に
補
助
率
を
3
╱
4
に
維

持
す
べ
き
で
は
。
　

　
学
区
体
育
団
体
は
、
市
民
の
健
康
・
体
力
づ

く
り
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
推
進
を
は
か

る
上
で
も
、
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
地
域
の
発
展
に
寄
与

す
る
団
体
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平

成
28
年
度
は
3
╱
4
の
補
助
率
に
据
え
置
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
な
お
現
時
点
に
お
け
る
基
本
的
な
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
各
種
団
体
ご
と
に
交
付
し
て
い
た

補
助
金
を
統
合
し
、
一
括
交
付
金
と
い
う
形
で
各
学
区
に

支
出
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
、
地
域
活
動
を
支
え
る
制
度

と
し
て
、
柔
軟
な
地
域
活
動
の
展
開
に
つ
な
が
る
よ
う
検

討
し
て
い
く
。

災
害
時
に
お
け
る
地
域
の
福
祉
施
設
間
の
連
携
に
つ
い
て

　
本
市
に
あ
る
児
童
福
祉
施
設
（
乳
児
院
）
が
被
災
し
た

場
合
の
支
援
の
た
め
、
地
域
の
福
祉
施
設
間
に
お
い
て
災

害
協
定
を
結
び
、
災
害
時
に
不
足
す
る
物
資
を
融
通
し

合
っ
た
り
、
人
的
支
援
や
避
難
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
な
ど
が

行
え
る
よ
う
に
連
携
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
、
本
市
の
基
本
的
な
考
え
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
く
。
　

　
児
童
福
祉
施
設
・
乳
児
院
に
お
け
る
災
害
発

生
時
の
施
設
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
入
所
児
童

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
避
難
体
制
や
地
域
と
の
協
力

体
制
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
特
に
乳
児
院
は
児
童
の
生
活
施
設
で
あ
り
、
児
童
養
護

施
設
と
の
連
携
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
と
し

て
も
地
域
の
福
祉
施
設
間
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
に
対
し

て
は
、
助
言
な
ど
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

中
山
間
地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
仰
木
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
中
山
間
地
域
活
性
化
モ
デ

ル
事
業
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し

た
観
光
的
要
素
を
取
り
入
れ
た
活
動
や
、
特
産
品
の
加
工

販
売
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
を
備
え
た
「
道
の
駅
」
の

よ
う
な
拠
点
施
設
や
ト
イ
レ
を
整
備
し
、
大
津
に
来
る
人

や
大
津
の
農
村
に
住
む
若
者
を
増
や
す
き
っ
か
け
に
つ
な

げ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
仰
木
大
収
穫
祭
や
、
特
産
品
・
オ
リ
ジ
ナ
ル

商
品
の
開
発
販
売
な
ど
、
着
実
に
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
う
し
た
活
動
を
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、
持
続
可

能
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
と
も
引
き
続
き
、
当
該
事
業
の
活
動
を
支
援
し
、
他

の
中
山
間
地
域
に
活
か
せ
る
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。
拠
点
施
設
の
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
理
解

し
て
お
り
、
施
設
の
整
備
や
運
営
に
つ
い
て
は
、
地
域
や

住
民
に
主
体
的
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
そ
の
手
法
や
支
援
に
つ
い
て
、
仰
木
地

区
活
性
化
委
員
会
と
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
く
。

ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
問
題
に
つ
い
て

　
ダ
ブ
ル
ケ
ア
の
問
題
に
つ
い
て
、
大
津
市
と
し
て
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
大
津
市
と
し
て
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る

の
か
。
さ
ら
に
、
更
な
る
連
携
強
化
や
市
民
に
対
す
る
周

知
・
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
市
内
7
カ
所
に
す
こ
や
か
相
談
所

を
開
設
。
ま
た
、
平
成
18
年
よ
り
、
あ
ん
し
ん

長
寿
相
談
所
も
併
設
し
、
保
健
と
福
祉
の
身
近
な
窓
口
と

し
て
、
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
両
相
談
所
に
は
延
べ

3
万
件
を
超
え
る
相
談
が
あ
り
、
そ
の
相
談
で
は
、
家
族

の
状
況
や
、
生
活
環
境
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧
に
聞
き
取
り
、

ダ
ブ
ル
ケ
ア
に
よ
る
課
題
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
世
帯
全
体

に
支
援
が
必
要
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
把
握
し
た
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
や
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
、
あ
ん
し
ん
長
寿
相
談
所
に

連
絡
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
精
神
保
健
福
祉
を

担
当
す
る
保
健
所
や
子
育
て
相
談
を
担
当
す
る
子
ど
も
家

庭
相
談
室
等
の
関
係
部
局
に
繋
い
で
い
く
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
市
民
に
対
す
る
周
知
・
啓
発
に
つ
い
て
は
、
広
報
お

お
つ
や
自
治
会
回
覧
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
も
行
っ
て
は
い

る
が
、
今
後
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
や
医
療
機
関
、
店
頭
の

掲
示
板
等
を
活
用
し
た
周
知
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。
　

鷲
す

見
み

 達
た つ

夫
お

〒520-0843 大津市北大路一丁目11番32号

● 議長
● 施設常任委員会委員

伊
い

藤
と う

　 茂
し げ る

〒520-0837 大津市中庄一丁目15番23号

● 監査委員
● 教育厚生常任委員会委員
● 防災対策特別委員会委員

幸
こ う  み つ

光 正
ま さ  つ ぐ

嗣

〒520-2153 大津市一里山三丁目38番40号グランバトー107

● 生活産業常任委員会委員
● 防災対策特別委員会副委員長

草
く さ

野
の

 聖
せ い

地
じ

〒520-0034 大津市三井寺町2番37号

● 議会運営委員会委員
● 総務常任委員会委員
● 公共施設対策特別委員会委員

中
な か

野
の

 治
じ

郎
ろ う

〒520-0113 大津市坂本三丁目11番37号

● 生活産業常任委員会委員
● 高齢者生活支援特別委員会副委員長

川
か わ  ぐ ち

口 正
ま さ  の り

徳

〒520-2271 大津市稲津一丁目15番18号

● 施設常任委員会副委員長
● 高齢者生活支援特別委員会委員

仲
な か

野
の

 弘
ひ ろ

子
こ

〒520-0528 大津市本堅田二丁目27番14号

● 議会運営委員会委員
● 教育厚生常任委員会委員
● 総合観光対策特別委員会委員

副幹事長

伴
ば ん

 　 孝
た か

昭
あ き

〒520-0043 大津市中央四丁目11番9号

● 議会運営委員会委員
● 施設常任委員会委員
● 防災対策特別委員会委員

幹事(会計)

近
こ ん

藤
ど う

 眞
ま さ

弘
ひ ろ

〒520-2144 大津市大萱二丁目23番14号

● 副議長
● 教育厚生常任委員会委員
● 予算常任委員会委員長
● 決算常任委員会委員長

津
つ

田
だ

 新
し ん

三
ぞ う

〒520-0242 大津市本堅田五丁目9番15号

● 議会運営委員会委員
● 施設常任委員会委員
● 総合観光対策特別委員会委員

幹事(広報)

竹
た け

内
う ち

 照
て る

夫
お

〒520-0802 大津市馬場一丁目8番19号 幹事長

● 議会運営委員会委員長
● 生活産業常任委員会委員
● 防災対策特別委員会委員
● 予算常任委員会副委員長
● 決算常任委員会副委員長

北
き た

村
む ら

 正
し ょ う

二
じ

〒520-0528 大津市和邇高城270番地28号

● 総務常任委員会委員
● 総合観光対策特別委員会委員長

私たち湖誠会はみなさまと
よりよい大津を目指します！

八
は っ

田
た

 憲
け ん

児
じ

● 生活産業常任委員会委員長
● 公共施設対策特別委員会委員

〒520-0026 大津市桜野町一丁目14番18号

武
た け

田
だ

 平
へ い

吾
ご

● 総務常任委員会委員長
● 高齢者生活支援特別委員会委員

〒520-0247 大津市仰木二丁目23番14号

竹
た け

内
う ち

 基
も と

二
じ

〒520-0836 大津市杉浦町19番16号

● 教育厚生常任委員会委員長
● 高齢者生活支援特別委員会委員

桐
き り

田
た

 真
ま こ と

人

〒520-2141 大津市大江七丁目7番32の3号

● 総務常任委員会委員
● 総合観光対策特別委員会副委員長

青
あ お

山
や ま

 三
さ ん

四
し

郎
ろ う

〒520-0865 大津市南郷一丁目4番9号

● 施設常任委員会委員
● 公共施設対策特別委員会委員長

政調会長

川
口
　
正
徳
議
員

幸
光
　
正
嗣
議
員

八
田
　
憲
児
議
員

武
田
　
平
吾
議
員

質
問
、
答
弁
は一
部
抜
粋
で
す
。

詳
し
く
は
大
津
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

幹事(書記)

副政調会長
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ホームページをご覧ください。湖誠会の活動をご紹介しています。 大津市議会 湖誠会 検索


